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新設管きょ及びます(マンホールトイレ)

新設管きょ及び塩ビマンホール

平  面  図 S=1/250

施工場所

号線番号

縮  尺

平成30年度設計図（ 排除方式 合流 ）

図  名

工事件名

図  番

横  浜  市  環  境  創  造  局

位  置  図

凡　 　例

【馬場小学校】

新設管きょ及び第１種組立人孔

新設管きょ及び貯留弁付マンホール

既設合流管きょ及びます・人孔

既設合流管きょ・人孔
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貯

平　面　図

災害時下水直結式仮設トイレ用
下水道管整備工事(その136)

鶴見区馬場七丁目２０番１号

1/250 1／4

52-21,52-29

既設水道管

既設ガス管

既設電気ケーブル

既設スプリンクラー設備

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100
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入場門基礎
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 2  450VU 25.0‰ 2.00

 1  450VU 17.5‰ 1.08
   450VU 25.0‰ 0.92

 0  450VU 17.5‰ 0.65

 6  450VU  0.0‰ 1.45

 5  450VU 25.0‰ 1.08
   450VU  0.0‰ 0.92

 3  450VU 25.0‰ 2.00

No.6 20×H102 (マンホールトイレ）

No.4 20×H95 (マンホールトイレ）

No.1 20×H83 (注水口)

工事始点

No.2 20×H86 (マンホールトイレ）

No.3 20×H91 (マンホールトイレ）

No.5 20×H100 (マンホールトイレ）

No.7 90×H120 (貯留弁付マンホール)

 4  450VU 25.0‰ 2.00

No.8 30×H122 (塩ビマンホール)

 7  200VU 12.0‰ 1.5

 8  200VU 12.0‰ 5.0

塩 貯

No.9 90×H346 (第１種組立人孔)

No.1発進立坑（φ2.00m×H4.007m）

 9  200VU 12.0‰ 19.2

No.10 90×H162 (第１種組立人孔)

 10  200VU 12.0‰ 1.6
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北寺尾第三公園

私立阿部学園すみれが丘幼稚園

馬場小学校

計画位置
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【馬場小学校】災害時下水直結式仮設トイレ用
下水道管整備工事(その136)

鶴見区馬場七丁目２０番１号

52-21,52-29

2／4

縦  断  図 縦1/100 横1/250

使 用 水 準 点（平成  年  月  日）

標石番号

標  高

既設第２種人孔

鶴見区馬場七丁目２０番１号

4 8201( M )

図　示

縦　断　図
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北寺尾第三公園

私立阿部学園すみれが丘幼稚園

馬場小学校
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開削工法（昼間施工）

改良土基礎

全面改良土埋戻し

硬質塩化ビニル管（VU）
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※ グランド内に設置する人孔蓋は地盤面より５ｃｍ埋めること。
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開削工法（昼間施工） ①軽量鋼矢板Ⅰ型１段梁 平均長2.0m（全面）
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② ① ②発進立坑部（φ2.0m）ライナープレート t=2.7mm

Q交通路盤先行全部利用表層全面（表層路盤再生材）

硬質塩化ビニル管（VU）
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③流動化処理土埋戻し

（始点部250×200）




